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二
年
前
か
ら
年
次
当
番
に
備

え
て
慰
霊
祭
に
出
席
し
、
先
輩

諸
氏
の
亡
き
学
友
へ
の
思
い
に

接
し
な
が
ら
、
慰
霊
祭
の
意
義

を
考
え
る
日
が
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
を
自
覚
で
き
た

の
は
、
母
校
の
創
立
八
十
周
年

記
念
式
典
に
お
い
て
で
し
た
。

先
輩
諸
氏
や
在
校
生
の
話
を

通
じ
て
、
今
の
私
た
ち
は
、
長

い
歴
史
に
培
わ
れ
た
母
校
の
教

育
理
念
と
、
同
窓
生
諸
兄
が
築

き
上
げ
た
地
域
の
土
壌
に
育
て

ら
れ
た
事
を
改
め
て
思
い
、
そ

の
土
壌
を
引
き
継
ぎ
、
発
展
の

責
務
を
担
っ
て
い
く
の
が
慰
霊

祭
担
当
年
次
と
い
う
節
目
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

本
年
度
は
、
母
校
恩
師
、
同

窓
会
員
合
わ
せ
て
、
七
十
九
名

の
物
故
者
の
御
霊
の
平
安
を
無

宗
教
の
形
で
お
祈
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
母
校
並

び
に
母
校
同
窓
生
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
ご
功
績
に
対
し
感
謝

申
し
上
げ
ま
し
た
。

幸
い
私
た
ち
二
十
四
回
卒
業

生
は
、
誰
ひ
と
り
欠
け
る
こ
と

な
く
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
っ

た
同
級
生
七
十
余
名
と
、
そ
の

喜
び
や
卒
業
以
来
の
三
十
年
間

の
歩
み
・
思
い
な
ど
を
語
り
合

い
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
新
た

な
決
意
で
望
む
勇
気
を
得
た
貴

重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

可能性無限大 
２１世紀にはばたく 
可能性無限大 

２１世紀にはばたく 
第
76
回
同
窓
会
総
会
が
８
月
18
日
、
磐
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
・
決
算
が
承
認
さ
れ
た
後
、
新
役

員
が
選
出
さ
れ
、
事
業
計
画
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
旧
役
員
か
ら
新

役
員
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
議
事
は
速
や
か
に

滞
り
な
く
進
め
ら
れ
、
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
私
ど
も
高
校

三
十
三
回
生
の
恩
師
の
方
々
や

平
安
の
間
を
す
べ
て
埋
め
尽
く

す
ほ
ど
の
大
勢
の
同
窓
生
の
皆

様
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
橋
新
同
窓

会
長
の
挨
拶
の
後
、
乾
杯
の
音

頭
を
、
水
野
関
東
副
支
部
長
に

と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
八

十
周
年
記
念
事
業
の
様
子
の
ビ

デ
オ
上
映
や
、
弦
楽
四
重
奏
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
弦
楽

の
調
べ
を
よ
く
聞
こ
う
と
ス
テ

ー
ジ
近
く
の
席
ま
で
移
動
さ
れ

る
同
窓
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
当
た
る
抽

選
会
の
後
、
実
行
委
員
の
役
は

高
校
三
十
四
回
生
へ
と
引
き
継

が
れ
、
代
表
の
玉
川
君
よ
り
決

意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
に
わ

か
応
援
団
の
指
揮
の
も
と
で
の

校
歌
斉
唱
の
後
、
万
歳
三
唱
、

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
、
伝

統
の
大
役
を
無
事
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

総
会
を
無
事
終
え
て

実
行
委
員
長
　
高
33
回
　
寺
田
浩
敏

慰
霊
祭
の
伝
統
を
継
承
し
て

実
行
委
員
長
　
高
24
回
　
酒
井
勇
二

▼
八
十
周
年
記
念
誌
・
回
想
録
創
刊
号
発
刊
・

ビ
デ
オ
制
作

▲80周年記念事業のために特別結成されたオーケストラと合唱団中心に出席者全員で校歌斉唱
関連記事2・3面へ

▲上から順に
卒業70周年のお祝いを受ける見中6回生
60周年　　　　〃　　　見中16回生
50周年　　　　〃　　　高5回生
40周年の記念に寄付金の贈呈をする

高14回生

▲将棋部　西部大会優勝
県大会準優勝

▲水球・競泳　国体出場を
市役所に報告

3年生 木下剛君□
全国高校総体棒高跳び4位s

〈平成14年度〉同窓会役員

第19代会長（新任） 大橋　忍　高11回

副会長（新任） 山下六
むつ

機
き

高 9 回

副会長（新任） 石川大造　高12回

副会長（新任） 鈴木克
かつ

三
み

高15回

副会長（新任） 袴田悦子　高16回

副会長　 櫻井孝順　高17回

副会長（新任） 原田康代　高20回

会計監査　 堀口道昭　高10回

会計監査（新任） 山内致
むね

雄
お

高13回

在
校
生
の
活
躍

在
校
生
の
活
躍

在
校
生
の
活
躍

（中日新聞東海本社提供　中・右写真）
回想録のみ同窓会事務局にて送料込み
1,000円（実費）で取り扱います。

尾
崎
楠
馬
先
生
の
五
十
回
忌
法
要

昭
和
二
十
九
年
二
月
五
日
ご
逝
去

日
　
時
　
平
成
十
五
年
二
月
二
日
（
日
）
午
後
一
時

場
　
所
　
同
窓
会
員
有
志
主
催
に
よ
り
見
性
禅
寺
に
て

（
磐
田
市
見
付
一
番
町
　
遠
鉄
バ
ス
加
茂
川
停
下
車
　
徒
歩
三
分
）

志
あ
る
方
は
、
同
封
の
郵
便
払
込
票
に
て
金
額
千
円
以
上
で
お
願
い
し
ま
す
。

締
切
日
　
平
成
十
五
年
一
月
中
旬

尾
崎
先
生
の
生
地
、
高
知
訪
問
旅
行
計
画
中

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。（
申
込
　
平
成
十
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
）

法
要
・
旅
行
詳
細
連
絡
先
　
佐
藤
清
司
（
中
19
回
）

〒
４
３
８
―
０
１
１
５
　
磐
田
郡
豊
岡
村
上
神
増
九
五
二

1
〇
五
三
九
―
六
二
―
二
一
八
〇
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同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
御
壮
健
に
て
御
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
母
校
及
び
同
窓
会
に

対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
こ
の
度
は
選
考

委
員
会
、
評
議
員
会
、
同
窓
会

総
会
に
お
き
ま
し
て
会
長
の
ご

指
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
も
の

の
、
こ
の
大
役
を
果
す
に
は
誠

に
力
不
足
で
あ
り
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
ご
指
名
を
い
た
だ
き
ま
し

た
か
ら
に
は
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
こ
の
責

務
を
果
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
母
校
に
お
き
ま
し
て
は

今
年
八
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

五
月
三
十
一
日
に
は
磐
田
市
民

文
化
会
館
に
お
い
て
生
徒
と
関

係
者
を
中
心
と
し
て
盛
大
に
式

典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を

御
報
告
致
し
ま
す
。
又
同
窓
生

の
皆
様
に
は
こ
の
記
念
事
業
に

対
し
多
く
の
募
金
を
賜
り
ま
し

た
事
を
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
母
校
に

対
す
る
熱
い
思
い
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
に
校
舎

改
築
等
の
問
題
も
耐
震
補
強
工

事
に
よ
り
当
面
の
対
策
は
講
じ

ら
れ
て
い
る
も
の
の
引
続
い
て

最
大
の
検
討
問
題
で
あ
る
こ
と

に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
母
校

の
創
立
以
来
の
教
育
理
念
で
あ

り
ま
す
質
実
剛
健
・
真
剣
至

誠
・
文
武
両
道
の
精
神
を
ゆ
る

ぎ
な
い
も
の
と
す
る
為
に
も
誠

心
誠
意
対
応
し
て
参
る
所
存
で

す
。
又
母
校
は
今
や
県
下
屈
指

の
進
学
名
門
校
と
し
て
飛
躍
的

な
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
こ
と

は
学
校
長
を
は
じ
め
教
職
員
の

方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
の

賜
で
あ
り
改
め
て
敬
意
を
表
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
若

い
世
代
の
同
窓
生
へ
の
働
き
か

け
も
重
要
課
題
と
考
え
ま
す
。

各
学
年
・
ク
ラ
ス
会
等
の
会

合
に
よ
り
情
報
収
集
・
提
供
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
活
用
と
同
窓
会
総
会
・

慰
霊
祭
等
へ
も
積
極
的
に
参
加

す
る
事
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
母
校
の
今
後
益
々
の

発
展
と
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
14
年
５
月
31
日
、
磐
田

市
民
文
化
会
館
に
お
き
ま
し
て
、

磐
田
南
高
校
創
立
80
周
年
記
念

式
典
及
び
記
念
行
事
が
、
多
く

の
同
窓
生
、
関
係
者
の
出
席
の

も
と
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
校
長
式
辞
、
実

行
委
員
長
挨
拶
、
生
徒
会
長
挨

拶
、
同
窓
会
よ
り
の
目
録
贈
呈

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
い
て
生
徒
会
執
行
部
の
三
年

生
が
司
会
の
一
端
を
担
い
な
が

ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
磐
南
を

語
る
」
と
新
た
に
編
曲
さ
れ
た

校
歌
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
磐
南
を
語
る
」
で
は
、
見
付

中
学
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
五
人
の
卒
業
生
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
背
景
と
と
も
に
、

ど
の
よ
う
な
想
い
で
こ
の
地
に

学
び
、
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
一
ペ

ー
ジ
を
刻
ん
で
き
た
の
か
を
語

り
、
在
校
生
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
応
え
る
べ
く
在
校
生
各

学
年
代
表
者
が
抱
負
や
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
こ

の
日
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
弦

楽
部
・
吹
奏
楽
部
に
よ
る
式
典

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
一
年
生
の
音

楽
選
択
者
に
よ
る
式
典
合
唱
団

が
校
歌
を
披
露
し
た
後
、
在
校

生
、
来
場
者
全
員
が
一
丸
と
な

っ
て
校
歌
の
大
合
唱
を
し
ま
し

た
。
在
校
生
、
職
員
は
勿
論
の

こ
と
、
同
窓
生
も
一
体
感
を
も

ち
、
感
動
を
共
に
し
ま
し
た
。

生
徒
参
加
を
主
と
し
て
考
え

た
今
回
の
本
校
の
ス
タ
イ
ル
が
、

今
後
他
校
の
周
年
事
業
の
在
り

方
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
自
負
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
記
念
事

業
が
成
功
裏
に
で
き
ま
し
た
の

も
、
後
援
会
、
同
窓
会
、
父
母

と
教
師
の
会
を
は
じ
め
多
く
の

関
係
者
の
御
理
解
と
御
支
援
の

賜
で
あ
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

創
設
時
の
尾
崎
校
長
・
小
田

原
教
頭
の
薫
陶
を
受
け
た
教
育

を
具
体
的
に
語
り
そ
の
偉
大
さ

を
強
烈
に
印
象
づ
け
た
。
最
後

に
在
校
生
に
次
の
こ
と
ば
を
贈

っ
た
。
①
先
ず
健
康
②
夢
を
も

つ
こ
と
③
良
心
に
忠
実
に
、
決

し
て
汚
職
を
し
な
い
こ
と
。
④

他
人
を
愛
し
、「
一
隅
を
照
す
人
」

大
正
十
一
年
に
県
立
見
付
中

学
校
と
し
て
開
校
以
来
、
本
校

は
八
十
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
、
石
碑
に

残
る
三
校
訓
も
最
初
は
「
質
実

剛
健
」
の
み
で
あ
っ
た
と
伺
い
、

初
代
尾
崎
校
長
の
熱
い
教
育
理

念
を
思
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
周
年
行
事
の
中
で
も
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
〃
磐
南
を
語
る
〃

で
在
校
生
に
話
さ
れ
た
五
人
の

同
窓
生
の
言
葉
は
、
正
に
本
校

の
歴
史
の
証
人
と
し
て
、
重
く
、

深
く
私
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て

離
れ
ま
せ
ん
。
尾
崎
校
長
の
人

物
像
・
建
学
の
精
神
に
始
ま
り
、

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
水

泳
で
活
躍
し
た
三
選
手
の
こ
と
、

学
徒
動
員
・
繰
り
上
げ
卒
業
・

東
南
海
地
震
・
空
襲
の
こ
と
、

学
制
改
革
に
よ
る
男
女
共
学
化

の
こ
と
、
自
分
が
悩
ん
だ
高
校

時
代
の
こ
と
な
ど
、
本
校
で
の

生
活
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

話
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
、
先

輩
の
思
い
を
十
分
噛
み
締
め
た

も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
直
後

の
祝
典
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
祝
典

合
唱
団
に
よ
る
校
歌
の
発
表
、

そ
し
て
会
場
全
員
に
よ
る
歌
声

そ
の
も
の
に
、
人
の
心
を
打
つ

感
動
の
共
有
体
験
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
先
輩
が
後
輩
を
見
る

暖
か
い
眼
差
し
は
、
学
校
と
い

う
共
通
の
場
を
通
し
て
、
何
時

ま
で
も
変
わ
ら
な
い
姿
と
な
っ

て
、
九
十
年
、
百
年
と
続
い
て

い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
本
校

に
と
っ
て
何
と
素
晴
ら
し
い
財

産
で
し
ょ
う
。
現
代
は
、
大
変

便
利
な
時
代
で
す
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
。
伝
統
で
培
わ
れ
た

本
校
の
特
色
を
、
更
に
魅
力
あ

る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
誇

り
を
持
っ
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

同
窓
会
長
　
大
橋
　
忍

創
立
80
周
年
記
念
式
典
・
記
念
行
事

「
磐
南
を
語
る
」
を
開
催
教
頭
　
森
田
明
宏

八
十
年
の
歴
史
に
学
ぶ

磐
田
南
高
等
学
校
長
　
内
山
賢
二

― あなたの歴史に思いやりを ― 
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３６－００２１ 
磐田市今之浦５丁目１－１ 
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'
見
中
１
回
卒
　
関
吉
太
郎

長
年
小
学
校
長
を
務
め
ら
れ
、

多
く
の
著
書
を
出
版
さ
れ
る
。

「
見
付
中
学
で
よ
か
っ
た
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
磐
南
を
語
る
」
概
要
紹
介

１
　
開
式
の
こ
と
ば

２
　
校
長
式
辞

３
　
創
立
80
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
長
挨
拶

４
　
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高

校
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

５
　
祝
電
披
露

６
　
同
窓
会
よ
り
目
録
贈
呈

７
　
生
徒
代
表
の
こ
と
ば

８
　
閉
式
の
こ
と
ば

Ⅰ
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〃
磐
南
を
語
る
〃

Ⅱ
　
校
歌
合
唱

記
念
行
事

式

次

第

創立80周年記念式典事業会計報告書
平成14年6月22日現在

収入総額 24,997,963円

支出総額 23,155,560円

差引残額 1,842,403円 同窓会別途積立金会計へ繰入れ

◎収入の部 １　寄付金 22,747,000■ 同窓生よりの賛助寄付金

２　記念誌売上 2,249,100■ 在校生への記念誌

３　雑収入 1,863■ 普通預金利息ほか

収入合計 24,997,963円

◎支出の部 １　事務費 3,182,294■ 総務費　趣意書発送費　プログラム印刷

お礼状・絵葉書　臨時雇員賃金

校歌編集　寄付金口座振替手数料

２　式　典 3,164,144■ 市民文化会館使用料　会場看板類

封筒　照明オペレーター　式典昼食

静岡新聞80周年記念特集号

シンポジウム企画一式

３記念事業 １　はぐま会館空調 2,310,000■ はぐま会館エアコン設置

２　尾崎文庫書架 417,690■ 図書館用書架

３　記念誌 3,206,215■ 記念誌発行

４　記録ビデオ 2,375,217■ 記念ビデオ制作　送料

５　部活動交流事業 2,500,000■ 在校生・同窓生部活動交流

６　尾崎基金会計支援 6,000,000■ 尾崎基金会計

支出合計 23,155,560円

記念式典記念式典
新たなる出発 

創立80周年記念事業募金年次別結果報告

年次 寄付人数 寄付金 年次 寄付人数 寄付金 年次 寄付人数 寄付金

中１ 8 150,000
中２ 7 60,000
中３ 15 160,000
中４ 18 190,000
中５ 8 75,000
中６ 18 185,000
中７ 17 170,000
中８ 16 185,000
中９ 18 150,000
中10 18 165,000
中11 29 260,000
中12 20 185,000
中13 20 225,000
中14 34 375,000
中15 40 430,000
中16 37 355,000
中17 29 255,000
中18 32 320,000
中19 48 420,000
中20 50 450,000
中21 48 432,000
高１ 56 490,000
高２ 55 440,000
高３ 61 580,000
高４ 117 990,000

高５ 74 595,000
高６ 71 626,000
高７ 55 650,000
高８ 62 665,000
高９ 65 595,000
高10 76 790,000
高11 85 805,000
高12 74 770,000
高13 52 435,000
高14 41 395,000
高15 56 465,000
高16 41 380,000
高17 47 345,000
高18 61 620,000
高19 51 440,000
高20 116 579,000
高21 37 285,000
高22 73 595,000
高23 56 465,000
高24 43 390,000
高25 43 360,000
高26 33 245,000
高27 25 305,000
高28 32 335,000
高29 28 210,000

高30 20 110,000
高31 22 160,000
高32 18 145,000
高33 19 210,000
高34 10 70,000
高35 18 140,000
高36 14 80,000
高37 13 95,000
高38 21 135,000
高39 12 110,000
高40 15 110,000
高41 15 115,000
高42 16 110,000
高43 24 180,000
高44 19 165,000
高45 21 130,000
高46 19 170,000
高47 28 195,000
高48 30 210,000

中1～21 530 5,197,000

高1～32 1,746 15,265,000

高33～48 294 2,225,000

特別寄付 60,000

合　　計 2,570 22,747,000
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全国書店 
ネットワーク 
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渥   美   初   男（高13回） 

に
な
っ
て
ほ
し
い
。

牧
野
正
蔵
、
寺
田
登
、
杉
浦

幸
雄
の
三
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

の
活
躍
の
様
子
を
、
彼
ら
の
人

と
な
り
、
小
林
先
生
の
指
導
、

山
内
さ
ん
が
杉
浦
選
手
の
身
元

引
受
人
に
な
っ
て
下
宿
さ
せ
た

こ
と
等
の
秘
話
を
折
り
ま
ぜ
て

語
り
、
当
時
の
水
泳
部
の
活
躍

の
姿
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
終
わ
り
に
姉
妹

都
市
米
国
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー

市
の
青
年
が
書
い
て
く
れ
た
こ

と
ば
を
後
輩
諸
君
に
贈
っ
た
。

W
arm
H
eart

C
oolH

ead
Strong

W
ill

贈り物に Y遠州名産 

製造元 ㈱松田屋本店 販売元 ㈱富士丸吉 
磐田市富士見町　 10538（32）4158 ㈹ 

フジマルキチ  

代表取締役　鈴 木 邦 孔（高10回） 
営業所・工場　静岡県磐田郡豊田町上万能160 
 TEL 0538（32）7228㈹ 

膜構造建築物・テント倉庫 

斎  藤  辰  治（高８回） 

今
、
こ
こ
に
い
る
一
人
ひ
と

り
の
、
一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
が
、

過
去
に
お
け
る
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
で
き
ご
と
と
、
ま
た
こ
れ
か

ら
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
と
つ
な
が

っ
て
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
先
輩
か
ら
う
け

つ
い
だ
一
つ
ひ
と
つ
を
、
今
の

自
分
と
後
輩
の
た
め
に
決
し
て

無
駄
に
は
す
ま
い
と
、
背
筋
の

の
び
る
思
い
が
し
ま
す
。

過
去
を
感
じ
、
未
来
を
感
じ

る
と
、
今
を
考
え
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

か
つ
て
南
高
生
で
あ
っ
た
先

輩
方
に
と
っ
て
も
、
ま
た
こ
れ

か
ら
南
高
生
に
な
る
後
輩
た
ち

に
と
っ
て
も
、
こ
の
学
校
で
の

日
々
の
生
活
や
、
友
達
と
の
思

い
出
は
、
ず
っ
と
記
憶
に
の
こ

る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
日
常
の
中
で
自

分
や
友
達
を
見
つ
め
、
社
会
を

見
つ
め
、
進
路
を
決
め
、
今
こ

こ
に
い
る
自
分
自
身
、
将
来
の

自
分
自
身
の
も
と
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
つ
み
か
さ
ね
こ
そ
が
、
今

の
南
高
の
大
き
な
流
れ
を
、
精

神
を
、
そ
し
て
伝
統
を
つ
く
り

つ
づ
け
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま

す
。

こ
の
度
同
窓
会
本
部
役
員
の

改
選
期
に
あ
た
り
、
同
窓
会
長

を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
新
役
員
が
大
橋
会

長
の
下
に
強
力
な
組
織
と
協
調

体
制
が
固
め
ら
れ
る
も
の
と
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

本
部
役
員
と
し
て
同
窓
会
運

営
に
精
一
杯
努
め
ま
し
た
が
微

力
の
た
め
、
皆
様
に
迷
惑
を
お

掛
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
同
時
に

会
員
の
皆
様
か
ら
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
温
か
い
ご
理
解
と

ご
支
援
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

在
任
中
は
会
員
名
簿
発
刊
、

校
舎
改
築
問
題
、
母
校
八
十
周

年
事
業
と
重
要
課
題
に
直
面
い

た
し
ま
し
た
。
中
で
も
校
舎
改

築
問
題
は
、
本
校
八
十
年
の
歴

史
上
最
も
重
大
事
で
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
広
く
会
員
の
ご
理

解
を
得
る
こ
と
に
努
め
、
同
時

に
将
来
に
明
る
い
展
望
を
持
て

る
も
の
と
な
る
こ
と
を
念
頭
に

お
き
、
事
態
の
推
移
に
合
わ
せ

て
国
・
県
・
市
へ
の
働
き
掛
け

と
学
校
と
の
連
絡
調
整
に
あ
た

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、

改
築
問
題
は
抜
本
的
な
解
決
に

向
け
て
県
を
中
心
に
検
討
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
望
ま

し
い
解
決
に
向
け
て
、
同
窓
会

と
し
て
常
に
注
視
し
て
行
く
こ

と
が
必
要
で
、
今
後
の
課
題
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

八
十
周
年
記
念
事
業
は
校
舎

改
築
問
題
に
直
面
す
る
今
、
南

高
の
歴
史
と
現
状
の
記
録
、
南

高
の
本
質
を
確
実
に
将
来
へ
継

承
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
学

校
当
局
の
理
解
と
協
力
を
得
て

精
力
的
に
展
開
し
、
所
期
の
目

的
を
十
分
に
達
成
さ
せ
、
成
功

裏
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
同
窓
会
員
の
皆

様
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
お

礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
会

員
の
結
束
が
強
ま
り
、
九
十
・

百
周
年
へ
と
足
掛
か
り
が
出
来

た
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
新
し
い
同
窓
会
役

員
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
、

会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健

勝
と
母
校
の
一
層
の
発
展
を
祈

念
申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

生
徒
代
表

３
年
　
梅
下
さ
や
か

退
任
に
あ
た
っ
て

前
同
窓
会
長
　
鈴
木
源
市

'
見
中
３
回
卒
　
山
内
克
己

創
立
時
の
水
泳
部
員
で
あ
り
、

長
年
磐
田
市
長
を
務
め
ら
れ
る
。

「
全
国
に
名
を
馳
せ
た

労
作
教
育
と
水
泳
の
活
躍
」

戦
時
下
の
激
動
す
る
学
校
生

活
を
、
敵
性
語
で
あ
っ
た
英
語

の
時
間
が
減
り
軍
事
教
練
と
体

育
が
増
え
る
な
ど
具
体
的
に
語

る
。
つ
い
に
勤
労
動
員
に
狩
り

出
さ
れ
一
年
短
縮
で
動
員
先
の

工
場
で
卒
業
証
書
を
受
領
す
る

な
ど
数
奇
な
体
験
を
し
た
。

そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
命
の

大
切
さ
と
友
情
の
絆
と
い
う

貴
重
な
宝
物
で
あ
っ
た
。
後

輩
の
在
校
生
に
、
こ
の
平
和

な
時
代
に
埋
没
す
る
こ
と
な

く
大
き
な
目
を
見
開
い
て
将

来
を
見
据
え
、
目
標
に
向
か

っ
て
力
強
く
歩
ん
で
欲
し

い
、
た
だ
し
他
人
を
思
い
や

る
温
か
い
心
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
、と
の
こ
と
ば
を
贈
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
を

機
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
施
策
の
民

主
化
の
一
環
と
し
て
男
女
共
学

制
度
が
始
ま
る
。
共
学
一
回
生

と
し
て
経
験
し
た
教
育
現
場
の

混
乱
や
生
徒
の
学
校
生
活
に
お

け
る
悲
喜
こ
も
ご
も
の
様
子
を

具
体
的
に
語
っ
た
。
そ
の
中
で

自
分
の
進
路
を
決
め
た
化
学
部

の
部
活
を
熱
く
振
り
返
る
。
現

在
の
在
学
生
は
ほ
ぼ
50
％
を
女

子
が
占
め
る
が
、
現
実
の
社
会

は
女
性
が
そ
の
能
力
を
十
分
発

揮
で
き
な
い
。
そ
の
現
状
打
開

の
た
め
在
校
生
に
い
や
全
て
の

人
に
努
力
を
呼
び
か
け
た
こ
と

が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

企
業
の
研
究
所
に
就
職
し
て

い
る
現
在
、
高
校
時
代
を

振
り
返
る
と
余
り
に
も
進

路
選
択
に
具
体
性
が
な
く

て
悩
ん
で
い
た
こ
と
や
何

で
も
相
談
で
き
る
大
切
な

友
人
に
出
会
え
た
こ
と
が

思
い
浮
か
ぶ
。
自
分
は
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
生
活
を
送
っ
て

い
る
が
後
輩
に
次
の
三
点

を
伝
え
た
い
。

①
積
極
的
に
外
の
世
界
に
目

を
向
け
て
欲
し
い
。
②
自
分
の

感
受
性
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

③
大
切
な
友
人
を
得
て
楽
し
い

高
校
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
。

'
見
中
20
回
卒
　
柏
原
博
一

長
年
小
学
校
長
等
を
務
め
ら

れ
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

「
工
場
で
挙
げ
た
卒
業
式
」

'
南
高
47
回
卒
　
平
野
聡
美

本
校
理
数
科
か
ら
東
大
工
学
部

大
学
院
に
学
び
、
現
在
富
士
フ

イ
ル
ム
研
究
所
に
勤
務
。

「
高
校
時
代
と
今
」

'
南
高
４
回
卒
　
伊
藤
厚
子

お
茶
の
水
女
子
大
か
ら
東
大
大

学
院
に
学
び
、
お
茶
の
水
女
子

大
名
誉
教
授
、
物
理
学
者
。

「
学
制
改
革
の
波
に
乗
っ
て
―
　

男
女
共
学
化
一
回
生
」

「
文
武
両
道
を
目
指
す
決
意
」

１
年
　
岡
田
陽
一

「
磐
南
を
思
う
」２

年
　
江
間
智
美

「『
は
ぐ
ま
』
の
輝
き
を
求
め
て
」

３
年
　
岡
本
修
一

い
ず
れ
も
南
高
生
活
で
得
た

も
の
、
伝
統
の
す
ば
ら
し
さ
、

生
徒
の
学
校
生
活
へ
の
真
剣
な

と
り
く
み
の
様
子
な
ど
、
学
年

進
行
に
伴
う
密
度
の
違
い
は
あ

り
な
が
ら
も
自
分
の
体
験
を
具

体
的
に
交
え
て
話
し
、
将
来
へ

の
自
己
の
決
意
を
述
べ
る
す
ば

ら
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。

在
校
生

代
表
の
こ
と
ば

時の流れ今ここに 

創立80周年創立80周年
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菊
造
先
生
と

最
后
の
イ
ン
タ
ー
ミ
ド
ル
へ

見
中
６
回
　
澤
山
浩
一

陸
軍
少
佐
で
同
地
で
終
戦
。
Ｇ
・

Ｈ
・
Ｑ
の
命
令
で
３
年
間
の
禁
足
。

こ
の
間
の
苦
難
の
時
に
思
い
出
さ

れ
た
の
が
な
つ
か
し
い
見
中
の
陸
上

部
。
無
性
に
尋
ね
た
く
な
っ
て
、
或

日
突
然
母
校
へ
。
そ
こ
に
は
今
は
亡

き
菊
造
先
生
…
…

菊
造
先
生
と
は
お
亡
く
な
り
に
な

る
迄
私
は
東
京
か
ら
磐
田
に
月
に
一

回
出
て
き
て
は
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
し
た
。
国
府
台
の
鈴

木
ま
起
さ
ん
も
ご
一
緒
で
し
た
。
遠

く
過
ぎ
去
っ
た
な
つ
か
し
い
思
い
出

の
一
端
で
す
。

野
戦
に
て

見
中
７
回
　
伊
藤
覚
司

捕
虜
生
活
で
の
思
い
出
を
書
き
ま

せ
う
。…
…
食
糧
は
米
八
〇
グ
ラ
ム
、

広
告
マ
ッ
チ
一
ぱ
い
で
す
。
夕
食
は

メ
リ
ケ
ン
粉
の
ス
イ
ト
ン
で
約
半
分

で
す
。
四
〇
グ
ラ
ム
の
米
の
朝
食
は

水
の
中
に
魚
が
少
し
居
る
様
で
年
中

ペ
コ
ペ
コ
。
ど
う
か
す
る
と
、
蚊
が

一
匹
死
体
が
浮
い
て
い
る
時
あ
り
。

こ
れ
も
食
べ
る
と
腹
の
足
し
に
な
る

か
と
食
べ
ま
し
た
。

短
歌

見
中
１
回
　
大
庭
政
三

明
治
生
ま
れ
大
正
に
育
ち
昭
和
を

活
く
平
成
は
余
生
う
た
よ
み
て
居
り

わ
が
修
羅
の
す
で
に
巳
ま
む
と
す

る
ら
む
か
生
き
た
る
の
日
々
た
だ
愛

む
な
り

偶
感

見
中
２
回
　
浅
羽
芳
郎

秋
霜
に
う
た
た
心
の
ひ
た
ぬ
れ
て

柿
の
落
葉
を
ふ
み
し
め
て
ゆ
く

遠
山
麓
流
れ
し
紺
の
深
み
ゆ
き
わ

れ
の
歩
み
の
み
だ
れ
を
つ
つ
む

「
急
が
る
る
路
は
る
か
な
る
幾
山

河
」
九
十
路
に
入
る
も
尚
急
が
る
る

思
い
出

見
中
３
回
　
實
森
又
太
郎

生
徒
間
に
は
、
不
平
の
囁
か
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
二
宮
尊
徳
の
話

な
ど
小
田
原
教
頭
の
訥
々

と
つ
と
つ

と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「
お
説
教
」
な
ど
に
よ
り

教
え
ら
れ
る
こ
と
は
色
々
と
多
か
っ

た
。

見
中
水
泳
部
の
思
い
出

見
中
３
回
　
高
橋
市
郎

小
田
原
勇
教
頭
の
特
命
で
水
泳
部

監
督
に
就
任
さ
れ
た
小
林
寛
先
生
か

尾
崎
校
長
の
こ
と

見
中
１
回
　
池
田
眞
義

先
生
の
高
潔
で
温
厚
な
信
念
は
小

田
原
教
頭
の
揺
る
ぎ
な
い
指
導
と
良

く
マ
ッ
チ
し
て
今
日
の
見
付
高
校
の

県
下
五
本
の
指
に
数
へ
ら
れ
る
礎
を

築
い
て
来
た
と
思
う
。

昭
和
七
年
春
早
大
は
二
ケ
月
近
い

同
盟
休
校
で
、
当
時
法
学
部
学
生
委

員
の
私
達
六
名
は
、
ス
ト
側
に
推
選

さ
れ
て
指
導
的
立
場
に
立
ち
約
五
十

日
余
も
先
頭
に
立
ち
、
ス
ト
は
其
の

後
慶
応
・
明
治
に
波
及
し
た
が
十
日

も
団
結
で
き
ず
新
聞
は
私
達
を
高
く

評
価
し
て
連
日
報
道
さ
れ
た
。
尾
崎

校
長
は
、
私
の
事
を
心
配
し
て
呉
れ

て
再
三
手
紙
で
励
ま
し
て
い
る
。

先
生
は
ス
ト
の
過
程
は
一
口
も
触

れ
な
い
。
い
つ
の
手
紙
に
も
あ
っ
た

健
康
で
あ
る
こ
と
、
一
、
過
激
に
走

る
な
　
二
、
暴
力
に
走
る
な
　
三
、

引
け
時
を
誤
る
な
　
の
三
ケ
条
件
を

私
は
思
い
出
し
感
謝
し
忠
実
に
守
っ

て
来
た
と
考
へ
て
い
る
。

見
中
と
私

見
中
10
回
　
水
野
　
實

私
た
ち
の
入
学
し
た
頃
は
、
殆
ど

大
方
の
作
業
は
完
成
し
、
先
輩
た
ち

の
真
似
事
を
し
て
学
校
か
ら
約
二
千

米
北
の
小
高
い
赤
松
様
の
屋
敷
の
裏

の
竹
一
面
に
拡
が
っ
た
山
を
開
墾

し
、
終
わ
り
に
栗
の
木
を
数
十
本
植

え
た
ぐ
ら
い
が
作
業
ら
し
い
仕
事
だ

っ
た
。
鍬
一
本
一
本
を
銃
の
よ
う
に

担
ぎ
見
付
の
街
頭
を
列
を
作
っ
て
開

墾
地
に
向
か
う
姿
は
、
正
に
「
ド
カ

中
」
の
勇
姿
だ
っ
た
。
が
決
し
て
恥

ず
か
し
く
も
な
く
寧
ろ
誇
り
に
思
っ

て
い
た
。

栄
光
を
た
た
え
て

戦
前
陸
上
部
の
選
手
た
ち

見
中
11
回
　
伊
藤
英
一

母
校
グ
ラ
ン
ド
は
、
一
九
二
六
年

（
大
十
五
）
年
三
月
造
成
さ
れ
た
。
初

代
伊
藤
平
太
郎
先
生
（
静
岡
師
範
＝

検
定
）
の
卓
越
し
た
識
見
で
サ
ッ
カ

ー
場
を
別
に
し
た
造
成
で
あ
っ
た
。

こ
の
グ
ラ
ン
ド
で
の
戦
前
の
活
躍

が
基
盤
と
な
り
一
九
四
七
年
（
昭
二

二
）
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ミ
ド
ル
の
優

勝
と
か
全
国
高
校
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

優
勝
と
な
り
「
陸
上
磐
田
南
」
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
伝
統
は
今
も
生

き
、
エ
ビ
茶
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
選
手

が
グ
ラ
ン
ド
で
先
輩
同
様
汗
を
流
し

て
い
る
。
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

雨
の
日
岩
水
寺
へ
の
遠
足

見
中
11
回
　
鈴
木
唯
一

天
竜
の
岩
水
寺
へ
の
遠
足
が
計
画

さ
れ
、
日
の
丸
弁
当
持
参
で
グ
ラ
ン

ド
へ
集
合
し
、
曇
っ
て
い
た
が
実
施

さ
れ
…
…
富
岡
村
（
今
の
豊
田
町
の

北
部
）
辺
ま
で
歩
い
た
頃
か
ら
雨
が

降
り
出
し
た
…
…
帰
り
は
、
…
…
北

部
か
ら
の
通
学
者
は
、
自
宅
近
く
で

解
散
し
帰
ら
せ
て
頂
い
た
が
、
学
校

近
辺
や
南
部
か
ら
通
学
者
は
、
学
校

ま
で
雨
中
の
行
進
を
続
け
帰
校
し
、

解
散
し
た
。
走
る
電
車
を
恨
め
し
く

思
っ
た
遠
足
で
あ
っ
た
。
併
し
、
風

邪
を
引
く
生
徒
は
一
名
も
な
か
っ
た
。

校
長
の
尾
崎
先
生
は
、
ず
ぶ
濡
れ

で
終
始
先
頭
を
歩
か
れ
た
。

見
中
時
代
の
思
い
出

見
中
12
回
　
川
口
俊
定

我
々
12
回
卒
生
の
残
し
た
も
の

は
、
校
舎
南
側
の
自
転
車
通
路
の
舗

装
と
、
図
書
館
東
側
の
道
路
に
面
し

た
崖
の
整
備
で
あ
る
。
夏
休
み
を
利

用
し
て
の
作
業
が
多
か
っ
た
が
、
献

身
的
に
皆
よ
く
働
い
た
も
の
だ
っ
た
。

兎
に
角
こ
う
し
た
中
で
、
自
然
と

見
中
魂
な
る
も
の
が
涵
養
さ
れ
、
労

作
精
神
、
質
実
剛
健
な
気
風
も
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
身
に
つ
き
、
健

全
な
心
身
が
培
わ
れ
得
た
事
を
有
難

く
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

苦
斗
の
十
二
回
生

見
中
12
回
　
服
部
　
馨

吾
々
の
同
期
生
は
昭
和
十
二
年
六

月
予
科
練
に
入
隊
、
昭
和
十
四
年
九

月
、二
百
十
九
名
卒
業
で
有
っ
た
が
、

…
…
大
部
分
の
同
級
生
は
戦
死
さ
れ

終
戦
の
時
は
四
十
三
名
の
生
存
者
と

な
り
ま
し
た
。
…
…

毎
年
桜
咲
く
四
月
に
は
靖
国
神
社

で
、
慰
霊
祭
を
行
い
、
又
静
岡
護
国

神
社
で
も
毎
年
秋
に
慰
霊
祭
を
行
っ

て
居
り
ま
す
。

尾
崎
楠
馬
先
生
の
思
い
出

見
中
12
回
　
山
内
惣
市

や
さ
し
い
先
生
も
い
い
、
親
切
な

先
生
も
い
い
、
し
か
し
、
人
生
形
成

期
に
ず
し
ん
と
影
を
落
と
す
、
重
さ

の
あ
る
先
生
も
大
切
な
教
師
像
で
、

大
き
く
打
て
ば
大
き
く
応
え
、
小
さ

く
打
て
ば
小
さ
く
鳴
る
、
そ
ん
な
教

師
像
が
必
要
な
現
代
で
は
な
か
ろ
う

か
。知

的
教
育
、
エ
リ
ー
ト
教
育
一
辺

倒
で
は
、
や
は
り
、
歪
ん
だ
人
生
形

成
と
な
る
だ
ろ
う
と
、
新
世
紀
第
一

年
を
不
穏
の
内
に
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
現
在
つ
く
づ
く
と
感
ず
る
も
の

で
あ
る
。

教
師
の
端
く
れ
と
し
て
長
ら
く
大

学
の
教
壇
に
立
っ
て
い
た
者
の
悔
恨

で
あ
る
。

ひ
と
り
ご
と見

中
13
回
　
黒
川
惟
善

「
教
育
」
と
は
字
の
示
す
と
お
り

「
人
づ
く
り
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

、

〃
旧
制
中
学
〃
礼
讚

見
中
14
回
　
亀
井
善
平

懐
古
的
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
が
私
は
五
年
制
〃
旧
制
中
学
〃
の

礼
讚
者
で
あ
る
。
身
心
と
も
に
成
長

期
に
在
る
五
年
間
は
、
一
生
の
内
最

も
価
値
在
る
期
間
で
あ
る
と
思
う
。

旧
制
中
学
入
試
後
は
、
暫
く
入
試
準

備
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
由
を

感
じ
た
も
の
だ
。
子
供
を
持
っ
て
解

っ
た
こ
と
だ
が
、
新
制
高
校
に
入
学

で
き
た
と
思
っ
た
ら
直
ぐ
に
大
学
入

試
が
待
っ
て
い
る
。
何
と
気
忙
し
い

こ
と
か
。

回
顧

見
中
14
回
　
塚
本
　
章

憂
国
の
士
と
な
り
勇
み
て
征
き
し

世
は
遠
く
な
り
け
り
戦
後
五
十
年
有

余
年戦

争
は
、
多
く
の
戦
没
者
や
戦
渦

に
よ
る
犠
牲
者
を
出
し
、
極
め
て
残

酷
で
あ
り
悲
惨
で
あ
る
。
戦
争
の
な

い
永
遠
な
る
平
和
を
念
じ
て
や
ま
な

い
。
私
は
そ
の
為
に
、
日
本
国
民
全

体
の
戦
争
体
験
が
、
い
つ
ま
で
も
風

化
し
な
い
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

人
生
行
路
難
し

見
中
14
回
　
寺
田
　
武

俊
敏
な
新
聞
記
者
か
清
貧
な
訓
導

を
ひ
そ
か
に
志
し
て
い
た
の
に
、
父

は
か
た
く
な
に
「
医
者
に
な
れ
」
と

強
制
し
た
。
生
来
短
慮
で
真
剣
に
将

来
を
考
え
る
ゆ
と
り
の
無
い
私
は
断

固
と
し
て
拒
絶
し
て
半
ば
反
抗
的
に

医
者
へ
の
道
を
自
ら
閉
じ
た
。
…
…

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
ど
う

に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う

思
い
が
何
時
も
去
来
し
て
い
た
。
あ

る
時
、
叔
父
の
一
人
が
「
親
仁
が
医

者
に
な
れ
と
言
う
な
ら
と
に
か
く
医

者
に
な
っ
て
そ
の
上
で
自
分
の
道
を

歩
い
た
ら
ど
う
だ
」
と
忠
告
し
て
く

れ
た
。
ま
さ
に
天
の
声
で
あ
っ
た
。

昨
年
に
ひ
き
続
き
、
そ
の
後
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た
見
中
１
回
〜
15

回
生
の
寄
稿
文
す
べ
て
よ
り
、
一
部
を
抜
粋
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
昨
年
十
八
名
、
本
年
三
十
七
名
、
合
わ
せ
て
五
十
五
名
の
方
全
員

の
全
文
を
一
面
で
の
紹
介
通
り
六
月
に
「
回
想
録
創
刊
号
」
と
し
て
刊

行
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
16
回
生
か
ら
の
二
号
が
発
行
で
き
ま
す
よ

う
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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青春の 日々に
 思 いを馳せて
青春の 日々に
 思 いを馳せて

 日々に
 いを馳せて

剣
道
部
回
想見

中
14
回
　
堀
田
　
周

旧
剣
道
場
は
す
で
に
姿
を
消
し
た

が
、「
土
佐
」
と
い
う
渾
名
で
親
し

ま
れ
た
山
下
先
生
は
強
烈
な
印
象
が

残
っ
て
い
る
。

当
時
は
武
道
（
剣
道
か
柔
道
）
が

正
課
と
し
て
、
成
績
が
評
価
さ
れ
、

武
道
の
成
績
で
序
列
が
大
き
く
上
下

し
た
の
で
皆
頑
張
っ
た
も
の
だ
。

特
に
剣
道
の
時
間
に
面
を
つ
け
る

の
が
遅
れ
る
と
、
相
手
が
な
く
、
面

を
付
け
て
正
座
し
て
お
ら
れ
る
先
生

の
前
へ
、
仕
方
な
く
お
願
い
に
い
く

と
そ
の
日
は
し
っ
か
り
鍛
え
ら
れ

た
。

見
中
時
代
の
回
想

見
中
14
回
　
松
井
哲
夫

師
弟
関
係
、
兎
に
角
、
先
生
と
上

級
生
は
怖
か
っ
た
。
先
生
方
も
厳
し

く
、
叱
る
時
は
お
説
教
の
み
な
ら
ず

ビ
ン
タ
、竹
の
鞭
は
よ
く
使
わ
れ
た
。

、

生
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
う
。

あ
の
頃
、
間
も
な
く
徴
兵
検
査
が

見
中
時
代
の
思
い
出

見
中
８
回
　
芝
田
昇
一

伊
藤
平
太
郎
先
生
の
体
育
の
時
間

、

幸
せ
な
見
中
生
活
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
併
し
こ
の

よ
う
な
苦
労
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、

▲動員生徒▲山下正實先生

▲昭和22年インターミドル学校対抗優勝（陸上競技部）

▲昭和7年　山の開墾作業
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見
中
在
学
時
代
（
Ⅰ
）

見
中
８
回
　
松
下
芳
夫

尾
崎
校
長
は
謹
厳
実
直
の
硬
派
で

は
あ
っ
た
が
時
に
生
徒
の
心
情
を
く

す
ぐ
る
様
な
ユ
ー
モ
ア
の
持
ち
主
で

も
あ
っ
た
。
こ
の
点
も
今
の
教
育
者

の
見
習
う
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
る
日
突
然
「
夏
痩
せ
と
答
え
て
後

は
涙
か
な
」
と
黒
板
に
書
か
れ
「
夏

痩
せ
」
の
原
因
は
何
ん
だ
と
質
問
…

「
食
欲
不
振
」、「
心
配
」
…
「
否
、

失
恋
か
？
」
と
言
っ
て
ニ
ヤ
ッ
と
笑

は
れ
た
顔
を
思
ひ
出
す
。「
剛
」
に

し
て
「
柔
」
の
典
型
を
見
た
思
ひ
が

す
る
。

ド
カ
中
教
育
と
は

何
で
あ
っ
た
か

見
中
９
回
　
鮫
島
逸
郎

昭
和
五
年
四
月
に
入
学
の
百
五
十

人
の
仲
間
入
り
を
し
て
か
ら
、
五
年

間
の
生
活
で
受
け
た
数
々
の
こ
と

は
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
身
に

つ
い
て
い
る
の
だ
な
と
思
う
こ
と
が

際
限
な
く
あ
り
ま
す
。

ら
「
テ
ニ
ス
は
強
く
な
っ
て
も
精
々

県
下
一
だ
が
水
泳
な
ら
日
本
一
に
な

れ
る
か
も
」
と
勧
誘
さ
れ
、
三
年
間

所
属
し
た
庭
球
部
か
ら
新
設
の
水
泳

部
に
移
っ
た
が
「
日
本
一
に
な
れ
る

か
も
知
れ
ん
」
と
の
お
言
葉
が
、
誠

に
刺
激
的
だ
っ
た
事
を
未
だ
に
鮮
明

に
覚
え
て
お
り
ま
す
。

一
回
に
水
野
脩
之
介
と
皆
川
政

雄
、
二
回
に
稲
垣
丈
夫
と
鷹
野
義
雄

の
四
先
輩
、
三
回
の
同
級
生
は
山
内

克
己
、
中
村
貞
一
、
鈴
木
秀
男
、
高

橋
文
平
、
大
場
訓
に
私
の
六
人
で
し

た
。（
四
回
・
五
回
省
略
）

労
作
教
育
と
水
泳
王
国
回
想

見
中
３
回
　
山
内
克
己

若
い
水
泳
部
長
小
林
寛
先
生
は
、

牧
野
と
同
居
し
て
朝
夕
厳
し
く
鍛
練

し
た
。
あ
る
日
部
長
は
我
々
四
・
五

年
の
水
泳
部
員
を
集
め
て
そ
の
抱
負

を
一
人
一
人
に
発
言
さ
せ
た
が
、
最

後
に
先
生
は
「
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
だ
」
と
断
言
、
我
々
一
同
吃
驚
す

る
と
共
に
奮
い
立
っ
た
も
の
で
あ

る
。

昔
の
南
校見

中
４
回
　
久
野
隆
之
助

東
大
初
ま
っ
て
以
来
の
俊
才
だ
と

云
わ
れ
た
数
学
の
金
澤
光
済
先
生
は

黒
板
一
杯
方
程
式
を
書
か
れ
、
も
う

端
の
隅
に
ま
で
至
り
後
は
博
房
や
れ

と
云
わ
れ
た
が
、
私
は
「
先
生
も
う

書
く
所
が
無
い
よ
」
と
云
っ
た
所
、

さ
す
が
の
先
生
「
そ
う
だ
な
」
と
言

わ
れ
て
そ
れ
で
お
仕
舞
い
だ
っ
た
。

見
中
時
代
の
思
い
出

見
中
４
回
　
林
原
俊
二

特
色
あ
る
先
生
方
の
授
業
が
多
か

っ
た
が
、
宿
題
に
追
わ
れ
、
遠
方
か

ら
通
学
す
る
者
に
は
仲
々
大
変
だ
っ

た
。
各
先
生
方
の
授
業
も
よ
く
記
憶

に
残
る
が
、
校
長
尾
崎
先
生
の
含
蓄

深
い
講
義
の
中
に
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

お
話
は
楽
し
み
だ
っ
た
。

や
が
て
九
十
歳
に
達
す
る
永
い
人

生
に
少
年
時
代
に
培
わ
れ
た
教
育
に

お
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
鉄
は
熱
い
う

ち
に
打
て
と
今
思
う
。
母
校
の
発
展

を
祈
る
。

見
中
時
代
の
思
い
出

見
中
11
回
　
大
石
国
男

当
時
の
見
中
は
、
一
学
年
三
ク
ラ

ス
（
甲
組
、
乙
組
、
丙
組
）
あ
っ
て
、

一
ク
ラ
ス
の
人
数
は
五
十
名
で
し
た
。

毎
年
ク
ラ
ス
替
え
が
行
わ
れ
た
の
で
、

五
年
間
の
学
校
生
活
で
深
交
が
結
ば

れ
、
卒
業
十
数
年
後
の
同
窓
会
で
は
、

顔
と
名
前
が
一
致
す
る
程
で
し
た
。

後
輩
の
皆
様
に

見
中
11
回
　
大
田
廣
司

後
か
ら
続
い
て
来
ら
れ
る
皆
様
方

の
御
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈
り
す
る

ば
か
り
で
す
が
、
加
え
て
、
ど
う
か

皆
様
、
〃
芯
〃
の
強
い
人
、
〃
情
〃

に
厚
い
人
に
な
っ
て
下
さ
る
よ
う
念

願
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

見
中
時
代
の
思
い
出

見
中
11
回
　
水
野
亀
夫

昭
和
七
年
四
月
、
見
付
中
学
校
入

学
。
木
造
ペ
ン
キ
塗
り
の
校
舎
と
先

輩
の
労
作
業
に
依
る
庭
園
校
庭
西
側

の
防
風
堤
等
、
先
生
、
生
徒
が
一
体

と
な
っ
て
造
っ
た
と
云
う
。入
学
時
、

校
舎
南
側
の
道
路
に
爛
漫
と
咲
い
て

い
た
櫻
の
花
の
見
事
さ
は
、
鮮
明
に

脳
裏
に
焼
き
付
い
て
忘
れ
得
な
い
風

景
で
あ
っ
た
。

尾
崎
校
長
先
生
、
小
田
原
教
頭
先

生
を
初
め
、
教
育
は
も
と
よ
り
人
間

形
成
の
情
熱
に
燃
え
て
い
た
諸
先
生

に
恵
ま
れ
、
又
良
い
友
人
を
得
た
こ

と
は
幸
福
で
あ
っ
た
。

こ
の
道
は
、
教
え
育
て
る
こ
と
で
す

が
児
童
生
徒
よ
り
教
え
ら
れ
た
こ
と

も
数
限
り
な
く
あ
り
共
に
成
長
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

戦
没
同
級
生
を
追
悼
す

見
中
13
回
　
佐
藤
清
夫

在
学
中
は
日
中
戦
争
、
卒
業
後
は

第
二
次
大
戦
と
、
当
時
の
卒
業
生
の

殆
ど
は
参
戦
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が

出
て
戦
に
負
け
た
。
従
っ
て
、
我
々

世
代
の
卒
業
生
の
想
い
出
は
戦
争
に

直
結
し
て
し
ま
う
。
一
二
四
名
の
同

級
生
と
の
五
年
間
の
思
い
出
の
詰
ま

っ
た
卒
業
記
念
写
真
か
ら
、
断
片
的

な
う
わ
さ
を
聞
く
戦
没
の
同
級
生
を

回
顧
し
て
い
る
が
、
私
と
同
じ
海
で

戦
い
、
散
っ
た
数
名
の
級
友
だ
け
で

も
そ
の
状
況
を
顕
彰
し
た
い
。

一
枚
の
色
紙
よ
り

見
中
13
回
　
土
屋
勝
雄

今
私
は
校
長
の
遺
墨
を
手
に
し

て
、
約
六
十
年
前
の
在
校
当
時
に
想

い
を
は
せ
、
学
び
舎
と
恩
師
の
面
影

を
重
ね
な
が
ら
う
す
れ
た
過
去
の
記

憶
を
呼
び
戻
し
て
お
り
ま
す
。

初
代
尾
崎
校
長
が
掲
げ
ら
れ
た
教

育
方
針
は
、
労
作
教
育
に
よ
る
人
間

形
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

私
達
も
こ
の
伝
統
に
培
わ
れ
、
貴
重

な
体
験
を
積
み
、
そ
し
て
後
々
の
社

会
生
活
に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
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青春の  日々に
 思  いを馳せて
青春の  日々に
 思  いを馳せて
青春の 
 思 

寸
感

見
中
14
回
　
大
箸
政
太
郎

何
年
ぶ
り
だ
っ
た
ろ
う
。
過
日
、

久
久
に
正
門
を
く
ぐ
っ
た
。
玄
関
の

前
の
植
え
込
み
の
中
に
、
大
き
な
自

然
石
が
置
か
れ
て
い
る
の
が
目
に
入

っ
た
。
校
歌
の
一
節
が
刻
し
て
あ
っ

た
。
思
わ
ず
軽
く
口
ず
さ
む
と
壮
大

な
気
運
が
、
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
、
胸
が

大
き
く
ふ
く
ら
む
思
い
が
し
た
。
爽

や
か
な
気
分
に
な
っ
た
。
懐
か
し
か

っ
た
。

優
れ
て
い
た
英
語
教
育
と

竹
村
覚
先
生見

中
14
回
　
大
庭
定
男

私
達
の
見
中
時
代
（
昭
和
十
年
入

学
、
十
五
年
卒
）
で
最
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
シ
ッ
カ
リ
し
た
英
語

教
育
を
受
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
労

作
教
育
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
英
語

教
育
に
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
た
と

思
う
。

ま
ず
、
教
師
陣
で
は
教
頭
の
木
村

雄
六
先
生
を
始
め
と
し
て
、
早
稲
田

大
学
英
文
学
部
出
身
の
原
田
茂
夫
、

安
野
勇
夫
な
ど
の
若
手
、
実
力
抜
群

の
石
川
準
造
、
八
木
勇
平
な
ど
の
諸

先
生
を
配
し
、
授
業
時
間
数
も
多
か

っ
た
。
又
、
入
学
当
初
は
鏡
を
持
参

さ
せ
、
口
の
動
き
か
ら
正
し
い
発
音

を
教
え
、
発
音
記
号
も
み
っ
ち
り
教

え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
文
法
、
作
文
、

リ
ー
ダ
ー
と
別
々
の
時
間
で
教
わ
っ

た
記
憶
が
あ
る
。
又
、
図
書
館
に
は

英
文
学
関
係
の
洋
書
が
随
分
多
く
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
基
礎
を
シ
ッ
カ
リ
教

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
そ
の
後
い

か
に
役
立
っ
た
こ
と
か
。

し
か
し
内
心
は
温
か
く
、
よ
く
生
徒

の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
の
で
、
反
抗

す
る
も
の
は
居
な
か
っ
た
。
よ
い
先

待
っ
て
い
る
と
言
う
抑
圧
さ
れ
た
雰

囲
気
の
中
に
も
、
私
達
は
絶
え
ず
自

由
に
憧
れ
て
い
た
し
、
未
来
に
希
望

と
目
的
を
見
出
そ
う
と
努
力
し
て
い

た
。
ま
た
、
欧
米
文
化
に
強
い
憧
れ

を
持
ち
、
彼
等
の
豊
か
さ
に
羨
望
の

気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
。

教
科
書
に
な
い
教
え

見
中
15
回
　
青
木
薫
明

三
年
の
時
、
歴
史
を
教
え
て
も
ら

っ
た
の
は
富
丘
村
大
円
寺
の
住
職
鈴

木
泰
山
先
生
だ
っ
た
。
先
生
は
教
科

書
に
従
い
淡
々
と
講
義
を
続
け
ら
れ

た
。
眠
っ
て
い
る
人
が
い
て
も
な
に

も
言
わ
な
い
。
ほ
か
の
勉
強
を
し
た

い
人
は
そ
れ
を
や
り
な
さ
い
と
言
わ

れ
て
放
任
状
態
だ
っ
た
。
然
し
厳
し

く
言
わ
れ
た
の
は
私
語
に
つ
い
て
だ

っ
た
。
先
生
の
講
義
を
熱
心
に
聞
い

て
い
る
人
も
い
る
、
こ
の
人
に
迷
惑

を
掛
け
る
か
ら
私
語
は
絶
対
に
許
さ

ぬ
と
強
く
言
わ
れ
た
。
教
科
書
を
離

れ
て
の
「
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
な
」

こ
の
言
葉
は
強
く
印
象
つ
け
ら
れ

た
。

回
想

見
中
15
回
　
田
中
　
恵

九
月
二
日
復
員
し
た
私
の
処
に
、

鈴
木
重
郎
君
（
後
に
静
岡
市
選
出
県

議
）
が
訪
ね
て
来
ら
れ
た
の
は
一
週

間
程
経
っ
て
か
ら
で
し
た
。
二
人
は

素
直
に
意
見
を
の
べ
合
い
、
青
年
が

立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
日
本
の
将

来
は
無
い
と
い
ふ
結
論
に
達
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
二
人
は
手
分
け
で
、

村
内
の
各
部
落
の
青
年
有
志
を
説
得

し
て
廻
り
、
翌
春
早
々
に
於
保
村
青

年
団
を
結
成
致
し
ま
し
た
。

見
中
当
時
の
思
い
出

見
中
15
回
　
村
上
俊
郎

私
達
は
昭
和
十
一
年
四
月
に
入
学

し
、
昭
和
十
六
年
三
月
に
卒
業
し
ま

し
た
。
尾
崎
校
長
の
教
育
理
念
は
校

訓
そ
の
も
の
で
す
。
質
実
剛
健
、
真

剣
至
誠
、
文
武
両
道
の
精
神
を
学
校

生
活
全
般
の
中
で
植
え
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
頃
か
ら
日
中
戦
争
が
始

ま
り
軍
事
色
が
濃
く
な
り
、
こ
れ
又

大
変
な
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

に
は
、
池
田
の
行
興
寺
の
西
側
に
あ

っ
た
熊
野
の
長
藤
ま
で
往
復
し
て
、

ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
た
こ
と
は
忘
れ
は

し
ま
せ
ん
。
そ
の
揚
句
校
庭
の
雑
草

を
取
ら
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
餘
り

昭
和
十
二
年
十
月
臨
時
召
集
で
豊
橋

十
八
聨
隊
に
應
召
し
、
…
…
支
那
大

陸
へ
渡
り
南
京
・
湾
止
鎮
・
蕪
湖
な

ど
を
経
て
無
事
に
日
本
本
土
へ
帰
還

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

間
」
が
あ
り
ま
し
た
。
校
庭
や
芝
生

の
中
の
雑
草
抜
き
、
果
樹
園
の
手
入

れ
、
最
後
の
年
は
全
校
で
赤
松
邸
の

北
の
山
を
開
墾
し
て
栗
を
植
え
た
こ

と
な
ど
、
記
憶
か
ら
消
え
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。

戦
中
派
の
人
生

見
中
11
回
　
柴
田
岳
夫

恐
ら
く
卒
業
生
の
中
で
、
最
も
多

く
戦
死
者
や
戦
病
死
者
を
出
し
た
年

代
で
は
な
か
っ
た
か
。

わ
れ
ら
は
、
そ
れ
を
悔
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
生
き
て
還
っ
た
者

に
は
、
戦
場
に
散
っ
た
亡
き
戦
友
た

ち
の
非
運
を
思
え
ば
、
生
き
て
い
る

こ
と
の
有
り
難
さ
を
思
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。
殊
に
終
戦
に
よ
っ
て
国

破
れ
た
と
は
い
え
、
美
し
き
山
河
の

郷
里
に
帰
り
、
焼
け
跡
の
中
か
ら
祖

国
の
復
興
に
、
ひ
た
す
ら
懸
命
に
働

き
、
世
界
第
二
の
経
済
大
国
を
築
き

上
げ
た
事
に
、
戦
中
派
の
誇
り
さ
え

も
っ
て
い
る
。

特
に
教
師
に
な
っ
た
私
に
と
っ
て

は
、
こ
の
五
年
間
の
教
育
は
大
き
な

糧
と
な
り
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
勢
、

行
動
の
基
を
作
っ
て
く
れ
た
も
の
と

し
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

見
中
魂

見
中
10
回
　
澤
　
正
之

（
旧
姓
小
杉
）

労
作
教
育
は
見
中
建
学
の
中
心
で

し
た
。「
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
。」

は
デ
ュ
ー
イ
の
主
張
し
た
教
育
で

す
。
登
校
す
る
と
先
ず
校
舎
内
の
雑

巾
が
け
。
週
二
時
間
位
「
作
業
の
時

▲小林先生と牧野選手

▲昭和20年頃の正門

▲皆泳をめざして　5ｍの飛び込み台
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平
成
九
年
に
、
昭
和
二
十
六

年
か
ら
二
十
八
年
に
磐
南
で
学

び
書
道
部
に
在
籍
し
た
仲
間
が

集
ま
り
、
恩
師
の
鈴
木
秀
涛
先

生
を
偲
ぶ
会
を
開
き
ま
し
た

が
、
そ
の
時
を
契
機
に
し
て
書

道
作
品
展
を
開
催
し
て
参
り
ま

し
た
。

昨
年
ま
で
に
四
回
の
会
を
重

ね
、
名
称
に
も
母
校
の
は
ぐ
ま

を
と
り
い
れ
、
五
人
で
出
発
し

た
の
が
現
在
で
は
、
Ｏ
Ｂ
の
書

道
愛
好
者
を
加
え
て
、
十
四
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
作
品
展
の
折
に
、
母

校
の
後
輩
と
合
同
展
を
開
き
た

い
と
い
う
意
見
が
出
て
お
り
、

偶
々
、
あ
る
会
合
で
内
山
校
長

と
同
席
し
た
折
に
こ
の
話
を
し

た
と
こ
ろ
賛
同
を
得
て
、
今
回

の
は
ぐ
ま
祭
で
実
現
し
た
こ
と

を
、
大
変
に
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

は
ぐ
ま
祭
前
日
、
在
校
生
の

手
伝
い
で
飾
り
付
け
を
終
え
た

時
の
感
動
は
、
筆
舌
に
は
尽
し

が
た
い
深
い
も
の
で
し
た
。
し

か
も
時
恰
も
母
校
創
立
八
十
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
す
ば
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

私
達
は
既
に
第
一
線
を
退
い

た
者
で
す
が
、
今
後
も
母
校
の

発
展
を
祈
り
な
が
ら
筆
を
持
ち

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

米
倉
さ
ん
は
、
戦
時
中
見
付
中
学
校
に
学
ば
れ
た
。

戦
後
の
混
乱
の
中
、
母
校
に
連
絡
も
で
き
ず
、
自
分
の
名
が
同
窓
生
名
簿
に
あ
る
の
か
気
が
か
り
で
、

九
州
か
ら
訪
問
を
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
心
配
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
あ
る
時
点
か
ら
消
滅
し
て
い
た
。

事
務
局
の
不
手
際
は
お
詫
び
の
し
よ
う
も
な
い
。
音
信
不
通
の
ま
ゝ
に
あ
る
年
か
ら
抜
け
て
い
た
。
し
か

し
、
当
時
の
ア
ル
バ
ム
に
は
厳
然
と
し
て
米
倉
さ
ん
の
写
真
が
あ
り
、
懐
か
し
い
旧
友
、
恩
師
の
顔
が
あ

っ
た
。
訪
問
の
成
果
に
感
激
し
て
、
そ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
お
土
産
に
持
ち
帰
ら
れ
た
。

そ
の
後
、「
若
き
日
へ
の
追
憶
」
と
題
さ
れ
た
回
想
録
を
執
筆
さ
れ
同
窓
会
に
寄
せ
ら
れ
た
。

時
あ
た
か
も
創
立
80
周
年
記
念
の
諸
行
事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
中
日
新
聞
・
記
念
誌
に
も
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

内
容
を
広
く
会
員
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
回
想
録
の
一
部
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

事
務
局
　
山
本
達
男

私
は
故
郷
を
訪
ね
た
い
と
思

い
、
平
成
十
三
年
秋
、
二
度
と

訪
れ
る
こ
と
は
な
い
か
も
知
れ

な
い
と
思
い
な
が
ら
母
校
磐
田

南
高
校
に
向
か
っ
た
。
七
十
六

才
に
な
っ
て
い
た
。

目
的
の
一
つ
は
、
戦
後
の
混

乱
時
に
失
っ
た
卒
業
ア
ル
バ
ム

を
見
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
は
過
ぎ
た
日
々
へ
の
私
の

愛
惜
の
思
い
だ
っ
た
。

六
十
年
前
の
ア
ル
バ
ム
が
保

管
さ
れ
て
い
る
と
は
殆
ど
期
待

で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

た
。
然
し
そ
れ
は
奇
跡
の
よ
う

に
、
先
生
の
手
か
ら
私
の
前
に

差
し
出
さ
れ
た
。

写
真
の
な
か
の
先
生
方
、
そ

し
て
級
友
の
顔
を
目
に
し
た
と

き
、
六
十
年
の
月
日
は
一
瞬
に

消
え
、
純
真
で
無
垢
だ
っ
た
少

年
時
代
の
日
々
が
目
の
前
に
甦

っ
た
。
心
に
湧
き
上
が
る
感
動

に
ふ
る
え
た
。
そ
れ
を
書
こ
う

と
思
い
ペ
ン
を
と
っ
た
。

以
下
回
想
録
よ
り
抜
粋

初
夏
の
昼
下
り
だ
っ
た
。
校

内
は
静
か
で
誰
の
姿
も
見
え
な

か
っ
た
。
下
校
の
遅
く
な
っ
た

私
は
、
一
人
教
室
と
講
堂
の
間

の
花
壇
の
あ
る
中
庭
を
歩
い
て

い
た
。
講
堂
か
ら
は
ピ
ア
ノ
の

音
が
流
れ
て
き
て
い
た
。
戦
争

が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
は
聞
い
た

こ
と
も
な
い
音
楽
、
そ
れ
も
ピ

ア
ノ
の
演
奏
だ
っ
た
。
思
わ
ず

耳
を
そ
ば
だ
て
る
と
歩
く
こ
と

そ
ん
な
生
活
の
な
か
で
孤
独

が
支
え
ら
れ
励
ま
さ
れ
る
の
は
、

故
郷
の
級
友
か
ら
の
便
り
だ
っ

た
。
戦
局
の
悪
化
と
と
も
に
、

各
都
市
は
連
日
の
米
軍
の
空
爆

の
も
と
で
廃
墟
と
化
し
、
私
た

ち
学
生
は
空
腹
を
か
ゝ
え
て
惰

性
的
な
通
学
を
続
け
て
い
た
。

そ
し
て
一
年
余
り
続
い
た
友
と

の
音
信
も
途
絶
え
て
い
っ
た
。

苦
難
な
時
代
手
紙
を
交
わ
し

た
懐
か
し
く
愛
す
る
友
に
、
心

か
ら
有
り
難
う
と
言
い
ま
す
。

小
原
・
篠
津
・
十
束
・
多
米

・
竹
山
・
高
田
利
男
・
門
奈
・

伊
藤
昭
二
・
堀
・
鈴
木
定
夫
・

下
沢
馨
・
他
学
友
（
敬
称
略
）

学
窓
を
出
て
互
い
の
進
路
は
別
れ

遠
く
離
れ
て
過
ぎ
た
戦
火
の
な
か

再
び
逢
う
日
の
か
な
わ
ぬ
ま
ま

今
君
と
語
る
は
過
ぎ
去
り
し
年
月
…

四
十
才
で
病
院
長
と
な
り
恵

ま
れ
た
立
場
で
二
十
年
を
過
ご

し
た
が
、
こ
の
ま
ゝ
豊
か
す
ぎ

る
日
本
、
そ
し
て
今
の
生
活
に

安
住
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
っ
た
。

そ
れ
ま
で
に
ア
ジ
ア
の
途
上

国
に
旅
し
た
こ
と
の
あ
る
私
は

貧
困
な
人
々
の
生
活
を
見
て
い

た
。
何
か
役
立
つ
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
で
き
る
場
は
な
い
か
と

思
っ
た
。

海
外
で
生
き
た
い
と
い
う
、

中
学
時
代
の
憧
れ
と
志
が
再
び

甦
っ
て
き
て
い
た
。
少
年
時
代

の
夢
を
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

途
上
国
で
働
く
た
め
に
は
熱

帯
病
の
知
識
が
必
須
だ
っ
た
。

私
は
熱
帯
医
学
講
座
の
受
講
生

と
し
て
、
長
崎
大
医
学
部
で
再

び
学
生
生
活
に
戻
っ
た
。
…
…

そ
の
後
、
幸
い
に
も
外
務
省

医
務
官
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

…
…
…

外
国
で
、
海
の
外
の
世
界
で

生
き
て
み
た
い
と
い
う
少
年
時

代
の
憧
れ
、
夢
は
果
た
さ
れ
た
。

夢
を
抱
い
て
い
た
少
年
時
代
、

中
学
生
時
代
か
ら
五
十
年
後
の

こ
と
だ
っ
た
。

夢
を
も
て
ば
希
望
が
生
ま
れ

る
。
そ
し
て
夢
を
果
た
そ
う
と

い
う
努
力
も
生
ま
れ
る
。
私
は

夢
は
必
ず
実
を
結
ぶ
、
果
た
さ

れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

が
で
き
な
く
な
っ
た
。
身
体
に

沁
み
入
り
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う

に
耳
に
入
っ
て
く
る
旋
律
だ
っ

た
。「

誰
が
弾
い
て
い
る
の
だ
ろ

う
」「
誰
先
生
だ
ろ
う
か
」

や
が
て
演
奏
は
や
ん
だ
。
私

が
歩
き
は
じ
め
た
そ
の
と
き
、

講
堂
か
ら
出
て
く
る
人
を
見
た
。

「
え
っ
」
と
思
っ
た
。
予
期
も
し

な
か
っ
た
配
属
将
校
の
教
官
、

内
田
清
中
尉
だ
っ
た
。
…
…
…

歩
き
は
じ
め
た
私
と
、
渡
り

廊
下
を
歩
い
て
き
た
中
尉
と
は

交
差
す
る
か
た
ち
で
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
教

官
の
顔
を
正
視
し
て
頭
を
下
げ

た
。
緊
張
し
張
り
つ
め
た
表
情

の
中
尉
は
、
私
に
視
線
を
向
け

る
と
す
ぐ
に
目
を
そ
ら
す
よ
う

に
し
て
離
れ
て
い
っ
た
。
無
言

だ
っ
た
。

「
内
田
中
尉
は
○
日
召
集
令
状

が
く
だ
り
戦
場
に
赴
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。」
二
、
三
日
前
、

校
長
先
生
か
ら
朝
礼
で
全
校
生

徒
に
告
げ
ら
れ
て
い
た
。…
…
…

南
太
平
洋
で
は
、
米
軍
と
の

死
闘
が
続
い
て
い
た
。
…
…
…

何
日
か
が
過
ぎ
た
と
き
、
ピ

ア
ノ
を
前
に
し
た
中
尉
の
心
を

思
っ
た
。
二
度
と
生
還
を
望
め

な
い
故
郷
へ
の
思
い
、
今
生
と

の
別
れ
を
中
尉
は
奏
で
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。
迷
い
、
苦
悩

を
あ
の
ピ
ア
ノ
の
旋
律
の
な
か

に
放
と
う
と
し
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。

そ
れ
か
ら
僅
か
一
ヶ
月
後
の

八
月
だ
っ
た
。「
教
官
内
田
中
尉

は
八
月
○
日
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦

線
で
名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
ら
れ

た
。」
校
長
先
生
は
そ
う
報
告
さ

れ
た
。

戦
争
の
悲
し
さ
、
残
酷
さ
は

す
ぐ
周
り
に
あ
っ
た
。

戦
後
の
混
乱
の
数
年
を
過
ぎ

た
と
き
、
私
は
心
の
中
で
繰
り

返
し
叫
ん
で
涙
し
た
。

「
教
官
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
死
な
な
い
で
。
帰
っ
て
き

て
下
さ
い
。」

教
官
と
向
か
い
合
っ
た
二
人

だ
け
の
と
き
、
何
故
そ
う
言
わ

な
か
っ
た
の
か
と
。

あ
の
夏
の
日
の
午
後
の
校
庭

で
、
私
が
出
合
っ
た
数
分
間
の

光
景
は
今
も
鮮
や
か
に
瞼
に
刻

ま
れ
て
い
る
。
…
…
…

九
州
医
専
入
学
。
下
宿
生
活

で
の
食
事
は
丼
に
軽
く
つ
が
れ

た
一
杯
だ
け
の
粥
食
だ
っ
た
。

空
腹
に
耐
え
る
生
活
が
は
じ
ま

っ
た
。
間
も
な
く
、
賄
い
が
で

き
な
く
な
っ
た
か
ら
他
所
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
と
申
し
渡
さ
れ

た
。
学
生
は
、
少
し
で
も
食
べ

ら
れ
る
下
宿
先
を
訪
ね
求
め
て

転
々
と
し
た
。
街
を
歩
い
て
も

食
べ
物
の
あ
る
店
は
ど
こ
に
も

な
か
っ
た
。

▼
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ルジ

ャ
ー
ニ
ー

▼
海
外
へ
の
夢

（
戦
後
二
十
年
　
繁
栄
日
本
）

▼
飢
え
と
苦
難
（
敗
戦
）

▼
私
一
人
の
秘
密

（
敗
戦
二
年
前
）

お
願
い

今
回
の
ケ
ー
ス
よ
り
、
名
簿

か
ら
漏
れ
て
い
る
会
員
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

心
あ
た
り
の
方
は
是
非
事
務
局

に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

九
州
高
等
医
専
（
久
留
米
大
医

学
部
）
に
入
学
、
敗
戦
四
年
後
卒
業
、

医
師
と
な
る
。
肝
臓
病
で
三
年
の
療

養
生
活
、
退
院
時
三
十
才
を
経
過
。

以
後
病
院
勤
務
。
四
十
才
で
病
院
長

に
就
任
、
二
十
年
経
過
。
そ
の
間
長

崎
大
医
学
部
の
受
講
生
と
な
る
。
規

定
の
コ
ー
ス
終
了
後
外
務
省
医
務

官
。
在
ソ
連
日
本
大
使
館
勤
務
（
参

事
官
と
し
て
大
使
、
公
使
に
次
ぐ
）、

六
十
四
才
で
外
務
省
を
退
官
、
後
、

内
科
医
と
し
て
勤
務
。
現
在
老
人
保

健
施
設
〃
つ
く
も
苑
〃
の
施
設
長
。

福
岡
県
在
住
。

名
簿
か
ら
も
れ
て
い
た

米
倉
富
郎
さ
ん
の
こ
と

若
き
日
へ
の
追
憶

見
中
18
回
　
米
倉
富
郎

在
校
生
と
合
同
作
品
展

―――
は
ぐ
ま
楽
書
会
高
３
回
　
飯
田
弘
治

▲内田中尉
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横井産業  有限会社 

横井　修（高31回） 

空調　衛生設備　設計施工 
地域に密着した医療を目指します 

一般及び寝たきり老人 往診応需 

内科・小児科　木佐森医院 
院長　木佐森正樹（高25回） 

〒438-0077 磐田市国府台55－1 
 TEL.0538－32－2555

ヤマハ㈱　特約楽器店 

tel：0538-32-9035　fax:0538-35-0568 
http://www.sohgakusya.co.jp/

石 川　勝 康（高25回） 

㈱　創　楽　社 

先
人
の
教
え
に
学
ぶ
高
15
回
　
伊
藤
英
明

'

高
48
回

櫻
井
葉
津
記
□

一
九
九
五
年
三
月
、
私
は
第

二
回
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
Ｍ

Ｖ
高
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
七
年
。
あ
の
時
受
け
た

印
象
は
今
で
も
鮮
明
に
蘇
っ
て

き
ま
す
。
初
め
て
の
夜
英
語
の

嵐
で
と
て
も
不
安
に
な
っ
た
こ

と
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
嬉
し
か
っ

た
こ
と
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
た
め

に
み
ん
な
で
日
本
食
を
作
っ
た

こ
と
、
最
後
の
日
別
れ
が
つ
ら

く
て
泣
い
た
こ
と
…
。

た
っ
た
十
日
間
で
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
私
が
生
き
て
き
た
中

で
最
も
有
意
義
で
、
ま
た
私
の

人
生
に
大
変
影
響
を
与
え
た
も

の
で
し
た
。
も
と
も
と
私
は
英

語
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、

訪
問
以
後
、
英
語
に
対
す
る
興

味
だ
け
で
な
く
そ
の
背
後
に
あ

る
文
化
も
学
び
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
進
路
決
定

の
時
に
は
迷
わ
ず
比
較
文
化
を

勉
強
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

大
学
で
は
講
義
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
留
学
生
に
出

会
い
、
そ
の
友
達
と
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
に
ま
で
旅
行
し
た
り

し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
進
路
を

選
択
し
こ
の
様
な
経
験
が
出
来

た
の
は
高
校
時
代
の
Ｍ
Ｖ
高
校

訪
問
が
き
っ
か
け
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
の
夏
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

高
校
生
を
引
率
し
カ
ナ
ダ
に
一

ヶ
月
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
こ
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
中
で
何
か
を

見
つ
け
て
欲
し
い
、
語
学
や
文

化
に
関
す
る
こ
と
で
も
そ
う
で

な
く
て
も
、
そ
れ
は
き
っ
と
人

生
の
役
に
立
つ
も
の
だ
と
思
い

引
率
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
私

が
そ
う
だ
っ
た
か
ら
。
こ
れ
は

私
が
ず
っ
と
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
夢
で
し
た
。

自
分
に
自
信
が
持
て
た
こ
と
、

自
分
の
興
味
あ
る
も
の
を
発
見

で
き
た
こ
と
、
そ
れ
は
た
っ
た

十
日
間
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
Ｍ

Ｖ
高
校
訪
問
の
お
か
げ
で
す
。

す
ぐ
形
と
し
て
成
果
は
出
な
い

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
必
ず

す
ば
ら
し
い
経
験
の
一
つ
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
今
で
も

こ
の
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
し
、
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
磐
南
生
に
こ

の
様
な
経
験
を
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

'

高
49
回

池
田
雄
一
□

海
外
に
出
る
と
い
う
の
は
、

マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校
と
の

交
換
留
学
が
二
度
目
で
し
た
。

一
度
目
も
英
語
圏
へ
の
旅
だ

っ
た
の
で
す
が
、
12
歳
の
時
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
覚

え
て
い
る
こ
と
と
言
っ
た
ら
海

が
き
れ
い
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

以
外
思
い
当
た
り
ま
せ
ん
。
若

す
ぎ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
自
分

が
今
後
の
人
生
ど
う
し
て
い
こ

う
な
ど
と
考
え
る
由
も
な
か
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
高
校
へ
あ
が
り
マ
ウ
ン
テ

ン
ビ
ュ
ー
へ
行
く
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
・
職

業
な
ど
将
来
的
な
進
路
を
考
え

始
め
る
年
頃
で
あ
る
と
い
う
こ

と
と
、
英
語
教
育
を
受
け
多
少

な
り
と
も
ア
メ
リ
カ
人
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
点
と
い
う
の

が
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
訪
問

が
自
分
の
人
生
に
お
け
る
大
き

な
転
機
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
学
す

る
こ
と
を
決
意
し
、
そ
の
目
標

を
か
な
え
ま
し
た
。

実
際
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に

進
学
し
、
益
々
自
分
の
世
界
・

視
野
が
広
が
っ
た
の
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自

分
に
と
っ
て
の
英
語
は
、
今
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
新

た
な
専
門
分
野
を
学
ぶ
た
め
の

ツ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
高
校

で
は
大
学
入
試
に
受
か
る
た
め

の
英
語
教
育
し
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
実
際
に
活
用

す
る
た
め
の
英
語
を
高
校
で
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
機
会
は
ほ
と

ん
ど
無
い
と
思
い
ま
す
。
進
学

校
な
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
国
際
化
が
進

ん
で
い
く
の
は
確
実
で
す
。
磐

南
か
ら
一
人
で
も
多
く
、
世
界

に
飛
び
出
し
て
い
く
人
材
を
輩

出
で
き
れ
ば
、
こ
の
交
換
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ど
れ
だ
け
貴
重

な
も
の
か
が
わ
か
っ
て
い
た
だ

け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

２
週
間
と
い
う
短
い
交
換
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
人
生

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
十
分

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
益
々
発
展
し
て
い
け
ば
何

よ
り
で
す
。

〈
著
作
及
び
寄
贈
〉

▼
寺
田
寅
彦
　
人
と
芸
術

太
田
文
平
著

（
中
８
回
）

▼
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の

技
術

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
す
る
前
に
、

自
分
の
知
覚
や
認
知
を
疑
え

寺
田
欣
司
著

（
高
15
回
）

▼
母
親
の
為
の
子
育
て
の
本

関
吉
太
郎
著

（
中
１
回
）

▼
磐
田
の
大
衆
楽
団
史

鈴
木
直
之
著

（
中
19
回
）

▼
か
ん
た
ん
ス
ト
レ
ス
解
消
法

頭
と
心
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る

富
永
宏
夫
著

（
高
９
回
）

▼
ぼ
く
ら
の
経
済
民
主
主
義

三
ツ
谷
誠
著

（
高
33
回
）

▼JM
M
Japan

m
ail
m
edia

Vol.8

教
育
に
お
け
る
経
済
合
理
性

三
ツ
谷
誠
（
高
33
回
）
共
著

▼
自
分
流
儀
の
海
外
旅
行
術

高
木
暢
夫
著

（
高
16
回
）

〈
寄
　
贈
〉

▼EN
C
YC
LO
PED

IA

IN
TERN

ATIO
N
AL

全
20
巻

TH
E
BO
O
K
O
F
ART

全
10
巻

TH
E
B
O
O
K
O
F

K
N
O
W
LED

G
E

全
10
巻

禅
６
号磯

部
紀
夫

（
高
12
回
）

▼
奇
跡
の
樹

山
口
伴
子

（
高
12
回
）

▼
磐
田
人
物
往
来

杉
浦
　
弘

（
高
13
回
）

▼
丸
山
眞
男
集
　
全
16
巻
別
巻
１

▼
井
上
光
貞
著
作
集
　
全
11
巻

鈴
木
雄
施

（
高
21
回
）

▼
回
想
録
・
創
刊
号
５
冊

同
窓
会

介
し
ま
す
。

「
学
問
を
す
る
に
は
分
限
を
知

る
こ
と
肝
要
な
り
。（
中
略
）
即

ち
そ
の
分
限
と
は
、
天
の
道
理

に
基
づ
き
人
の
情
に
従
い
、
他

人
の
妨
げ
を
な
さ
ず
し
て
我
一

身
の
自
由
を
達
す
る
こ
と
な

り
。」

（
磐
田
市
教
育
長
）

創
立
八
十
周
年
を
迎
え
た
母

校
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

先
日
、
同
窓
会
発
行
の
回
想

録
を
手
に
入
れ
、
見
中
一
回
生

の
寄
稿
文
を
、
興
味
深
く
拝
読

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
初
代
校
長
尾

崎
楠
馬
先
生
の
高
潔
な
人
格
や

識
見
高
邁
な
教
育
理
念
を
敬
愛

し
、
小
田
原
勇
教
頭
の
熱
血
教

育
を
称
え
る
も
の
で
し
た
。
加

え
て
、
息
の
合
っ
た
二
人
が
、

入
魂
献
身
の
も
と
、
人
格
主
義
、

松
下
村
塾
の
遺
風
を
労
作
教
育

に
求
め
、
今
日
の
質
実
剛
健

・
真
剣
至
誠
・
文
武
両
道
の
基

盤
を
確
立
し
た
と
結
ん
で
い
ま

す
。

さ
て
、
今
日
、
社
会
・
経
済

の
激
動
と
変
革
は
、
予
想
を
は

る
か
に
超
え
、
ど
の
国
も
、
い

ま
だ
か
つ
て
経
験
の
な
い
未
知

の
世
界
に
突
入
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
、
私
た
ち
の

生
き
方
が
、
前
例
踏
襲
を
旨
と

し
、
模
倣
に
走
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
時
代
に
逆
行
し
、
人
類
や

社
会
の
進
展
は
望
め
な
い
と
考

え
ま
す
。

か
つ
て
ド
イ
ツ
の
元
大
統
領

が
、「
歴
史
に
学
ば
な
け
れ
ば
、

未
来
が
な
い
。」
の
こ
と
ば
を
残

し
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
年
に
、

学
校
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
改

め
て
建
学
や
創
立
の
精
神
を
学

ぶ
こ
と
が
、
未
来
を
切
り
拓
く

力
や
行
動
に
な
る
と
確
信
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

結
び
に
、
大
志
を
抱
き
、
更

な
る
学
問
の
追
求
に
挑
む
在
校

生
の
皆
様
に
、
福
沢
諭
吉
の

「
学
問
の
す
ゝ
め
」
の
一
節
を
紹

作
曲
者
　
草
川
宣
雄
さ
ん
が
取
り
持
つ

作
曲
者
　
草
川
宣
雄
さ
ん
が
取
り
持
つ

 

新
た
な
発
見

新
た
な
発
見

―
名
門
　
恵
那
高
校
と
の
架
け
橋
―

―
名
門
　
恵
那
高
校
と
の
架
け
橋
―

作
曲
者
　
草
川
宣
雄
さ
ん
が
取
り
持
つ

 

新
た
な
発
見

―
名
門
　
恵
那
高
校
と
の
架
け
橋
―

母
校
の
校
歌
作
曲
者
「
草
川
宣
雄
さ
ん
」

は
、
岐
阜
県
立
恵
那
高
校
（
旧
制
恵
那
中
）

の
校
歌
も
作
曲
さ
れ
て
い
た
。 

こ
の
ほ
ど
、
恵
那
高
校
同
窓
会
関
係

者
か
ら
の
ご
連
絡
で
、
草
川
さ
ん
は
数

あ
る
旧
制
中
学
の
な
か
で
、
二
校
の
校

歌
を
作
曲
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

奇
し
く
も
、
同
校
も
創
立
八
十
周
年

を
迎
え
た
岐
阜
県
下
有
数
の
名
門
校
で
、

数
々
の
有
名
人
を
輩
出
し
て
い
る
。
ゆ

く
ゆ
く
は
姉
妹
校
提
携
も
と
い
う
話
題

も
出
て
い
る
。 

マウンテンビュー高校 

交 流 の 歴 史 
～10周年～ 

マウンテンビュー高校 

交 流 の 歴 史 
～10周年～ 

米
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
姉
妹

校
と
の
交
流
10
周
年
を
迎
え
た
。

参
加
し
た
彼
ら
は
、
一
様
に

「
思
い
出
に
残
る
、
本
当
に
楽
し

い
体
験
だ
っ
た
。」「
そ
の
後
の

自
分
の
進
路

に
よ
い
影
響

を
与
え
て
く

れ
た
。」
と

い
う
。
第
二

回
の
交
流
に

参
加
し
た
二

人
が
手
記
を

寄
せ
て
く
れ

た
。

▲前列右から2人目・櫻井さん
▲左端・池田さん

Ｏ
Ｂ
文
庫

平
成
13
年
８
月
〜
14
年
７
月
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究
発
表
を
し
、
将
棋
部
が
県
大

会
２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
今
春
の
教
職
員
の
人
事
異
動

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鈴
木
重
男
教
頭
、
鈴
木
美
恵
子

教
頭
、
鈴
木
義
男
定
時
制
教
頭
、

八
木
應
憲
事
務
長
が
栄
転
さ
れ
、

後
任
と
し
て
土
屋
正
男
教
頭
、

森
田
明
宏
教
頭
、
宮
谷
宗
良
定

時
制
教
頭
、
谷
口
數
彦
事
務
長

が
着
任
し
ま
し
た
。
一
般
職
員

の
異
動
は
転
退
職
９
名
、
転
入

７
名
で
し
た
。
校
内
幹
事
は
３

名
が
転
退
職
し
２
名
が
転
入
し

現
在
26
名
で
す
。

▼
見
中
１
回
の
水
野
脩
之
介
さ

ん
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
長
年

同
窓
会
に
お
元
気
な
姿
を
見
せ

ら
れ
、
種
々
な
面
で
ご
指
導
を

い
た
だ
き
同
窓
会
の
象
徴
的
な

存
在
で
し
た
。
他
の
逝
去
さ
れ

た
多
く
の
客
員
・
会
員
と
併
せ

て
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

▼
事
務
局
の
悩
み
は
、
毎
年
多

く
の
住
所
不
明
の
会
員
が
出
る

こ
と
で
す
。
是
非
、
転
居
の
際

は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
（
伊
藤
）

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
に
よ
り
、
地

球
的
規
模
で
天
候
変
動
が
あ
り

日
本
は
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。会

員
皆
様
に
は
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
母
校
は
、
八
十
周
年
と

い
う
輝
か
し
い
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
生
徒
主
体
に
よ
る
感
動

的
な
記
念
式
典
も
行
わ
れ
、
新

た
な
歴
史
に
向
け
て
出
発
を
し

ま
し
た
。

編
集
委
員
会
で
、
回
想
録
創

刊
号
を
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
大
き
な
喜
び
で
す
。

鈴
木
美
智
子
（
高
８
）、
櫻

井
孝
順
（
高
17
）、
磯
部
由
紀

子
（
高
13
）、
谷
口
智
子
（
高

21
）、
鈴
木
富
士
子
（
高
22
）、

明
神
敬
子
（
高
22
）、
山
本
達

男
（
高
８
）、
伊
藤
修
二
（
高

15
）
、
鈴
木
智
子
（
高
23
）
、

吉
崎
久
子
（
高
25
）、
大
塚
義

郎
（
高
27
）

2年間の大学合格状況 
（数字は過年度卒を含む合格者延べ数） 

 

北 海 道  
岩 手  
東 北  
茨 城  
筑 波  
群 馬  
埼 玉  
千 葉  
お 茶 の 水 女 子  
東 京  
電 気 通 信  
東 京 学 芸  
東 京 外 語  
東 京 工 業  
一 橋  
横 浜 国 立  
新 潟  
富 山  
金 沢  
山 梨  
信 州  
静 岡 　 教  

人 
理 
農 
工 
情 

浜 医 　 医  
看 

名 古 屋  
名 古 屋 工 業  
福 井  
滋 賀  
三 重  
京 都  
大 阪  
神 戸  
奈 良 教 育  
奈 良 女 子  
岡 山  
広 島  
山 口  
徳 島  
高 知  
香 川  
九 州  
秋 田 県 立  
東 京 都 立  
静岡県立　国際 

食 
薬 

都 留 文 科  
福 井 県 立  
三 重 県 立  
愛 知 県 立  
岐 阜 県 立 看 護  
岐 阜 薬 科  
大 阪 市 立  
大 阪 女 子  
大 阪 府 立  
その他国公立大 
国 公 立 大 計  

国 公 立 大  
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12 
3 
1 
3 
5 
15 
1 
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4 
1 
1 
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7 
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2 
 
4 
2 
8 
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2 
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2 
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1 
2 
22 
224

文 教  
千 葉 工 業  
亜 細 亜  
青 山 学 院  
大 妻 女 子  
北 里  
共 立 女 子  
杏 林  
慶 応 義 塾  
國 學 院  
駒 澤  
芝 浦 工 業  
順 天 堂  
昭 和 女 子  
女 子 栄 養  
成 城  
専 修  
大 東 文 化  
中 央  
津 田 塾  
東 海  
東 京 女 子  
東 京 電 機  
東 京 農 業  
東 京 理 科  
東 洋  
東 邦  
日 本  
日 本 女 子  
法 政  
武 蔵 工 業  
明 治  
明 治 学 院  
立 教  
立 正  
早 稲 田  
神 奈 川  
聖隷クリストファー 
常 葉 学 園  
静 岡 文 化 芸 術  
愛 知  
愛 知 学 院  
愛 知 工 業  
愛 知 医 科  
中 京  
日 本 福 祉  
豊 田 工 業  
南 山  
名 城  
京 都 産 業  
京 都 女 子  
同 志 社  
立 命 館  
龍 谷  
関 西  
近 畿  
関 西 学 院  
そ の 他 私 立 大  
私 立 大 学 合 計  

短 期 大 学  

国公立短期大学 

私立短期大学計 
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10 
10 
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5 
26 
15 
2 
3 
17 
37 
20 
19 
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106 
587 
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14年 13年 14年 13年 私 立 大  

平成13年度同窓会財政収支内訳書

平成14年度同窓会財政収支予算内訳書

司法書士  花　井　栄　治（高43回） 

事務所 〒４３８-００７７ 静岡県磐田市国府台86番地の1 
 ＴＥＬ ０５３８-２１-８０１１　ＦＡＸ ０５３８-２１-８０２２ 

花井司法書士事務所 

▼
本
年
８
月
の
総
会
で
、
鈴
木

源
市
会
長
か
ら
大
橋
忍
新
会
長

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
は
２
期
４
年
間
、

卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、

多
く
の
懸
案
に
果
敢
に
取
り
組

ま
れ
、
実
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
本
校
の
同
窓
会
に
大
き
な

貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
に
、
敬
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
大
橋
新
会

長
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

▼
80
周
年
記
念
事
業
は
、
意
義

深
い
も
の
と
な
り
、
成
功
裏
に

終
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
か

ら
の
絶
大
な
ご
支
援
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

▼
在
校
生
は
本
年
度
も
、
校
訓

の
文
武
両
道
を
実
践
す
べ
く
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
進
学
の
結
果
は
、

左
上
の
表
の
と
お
り
増
々
良
好
な

状
態
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
で
は
、
16
部
１
６
０

余
名
が
県
大
会
に
駒
を
進
め
、

陸
上
部
の
木
下
剛
君
が
全
国
総

体
の
棒
高
跳
び
で
４
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
水
泳
部
の
男
子
水

球
で
は
、
東
海
総
体
で
３
位
、

競
泳
で
は
松
村
香
苗
さ
ん
が
全

国
総
体
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
に
出

場
し
ま
し
た
。
右
記
の
選
手
達

は
国
体
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま

た
生
物
部
が
全
国
高
文
祭
で
研

事
務
局
よ
り

４／９ 母校入学式
４／12 役員会
４／14 磐田支部総会
４／25 同窓会だより第23号編集委員会

（以後毎月継続して会合）
５／８ 平成12年度会計監査、

役員会・役員と校内幹事の懇談会
５／12 総会当番年次（高32）打ち合わせ

前年度より継続的に開催
６／２ 役員会、総会当番年次との

打ち合わせと激励会
６／12 役員会　

以後６／29、９／６、
９／29、12／１に実施

６／16 評議員会　役員選考委員会
７／１ 静岡支部総会
７／16 80周年記念事業準備委員会　

以後10／20、１／19に実施
８／19 慰霊祭（高校23回担当）、

第75回同窓会総会（高校32回担当）
卒業40周年記念事業（高校13回）、
同窓会に資金援助

８／29 卒業50周年記念事業（高校４回）、
母校に20万円寄付

９／８ 関西支部総会
９／21 役員選考委員会　

以後１／26、３／18に実施
10／10 同窓会だより第23号発行
10／13 総会当番引継会議
11／１ 水野文庫贈呈式
11／10 関東支部総会（会長、校長出席）
11／17 役員会、臨時評議員会

（80周年記念事業について）
12／22 総会当番年次（高33）

打ち合わせ（以後継続的に会合）
２／10 豊田支部総会
２／28 高校54回生同窓会入会式
３／１ 高校54回卒業式

平成13年度会務報告

●収入 平成14年4月1日～15年3月31日
科　目 金　額 備　考

4,070,000 平成14年3月卒業生（10,000×407）
90,491
200,000 卒業40周年寄付金（高14回生）
400,000 同窓会報広告代等
5,709,509

▲ 4,070,000
合　計 6,400,000

●支出
科　目 金　額 備　考

2,450,000
400,000 役員会・評議員会等会議費
430,000 同窓会総会・慰霊祭費等
1,000,000 支部総会助成・祝儀、年次運営費等
300,000 転退職餞別・慶弔等
250,000 通信費・事務費等
70,000 人件費・交通費

3,150,000
50,000 大学在学生の会への助成等
300,000 校章入り印鑑
2,200,000 同窓会報編集・印刷・郵送費等
250,000 東海大会等出場選手激励金
100,000 卒業生氏名の名簿入力費
250,000 ホームページ運営、上記以外の事業費
500,000
500,000
300,000
300,000

合　計 6,400,000

同窓会入会金
預金利息･配当金
寄 付 金
雑 収 入
前年度繰越金
前年度前受金振替

会務費

会 議 費
総会･慰霊祭費等
支部総会･年次運営費等
慶 弔 費
事 務 費
事 務 局 費
事業費

はぐま学生会助成金
卒業記念品代
会報発行費
教育振興費
名簿関係費
諸 費
積立金支出

別途積立金会計へ
予備費

予 備 費

●収入 平成13年4月1日～14年3月31日
科　目 金　額 備　考

4,010,000 平成13年3月卒業生（10,000×401）
75,628
200,000 卒業40周年寄付金（高13回生）
330,000 同窓会報広告代
5,708,457

▲ 4,010,000
4,070,000 平成14年3月卒業生（10,000×407）

合　計 10,384,085

●別途積立金会計 ●名簿会計
１．一般会計の定期預金 10,000,000 郵便局普通預金　残高
２．終身会費等の積立金 47,093,975 2,755,424円
３．磐田信用金庫出資金 1,000,000 郵便局定額預金
４．諸事業用予備金 928,246 1,000,000円
合　　　計 ¥ 59,022,221

●支出
科　目 金　額 備　考

1,410,353
179,937 役員会・評議員会等会議費
413,568 同窓会総会・慰霊祭費等
425,200 支部総会助成・祝儀・旅費等
235,483 転退職餞別・弔電等
145,770 通信費・事務費等
10,395 人件費・交通費

2,764,223
0 大学在学生の会への助成

244,200 校章入り印鑑
2,136,938 同窓会報編集・印刷・郵送費等
165,000 東海大会等出場選手激励金
28,455 卒業生氏名の名簿入力費
189,630 ホームページ運営費等
500,000
500,000

0
5,709,509

合　計 10,384,085

同窓会入会金
預金利息･配当金
寄 付 金
雑 収 入
前年度繰越金
前年度前受金振替
卒業生前受金

会務費
会 議 費
総会･慰霊祭費
支部総会･年次運営費等
慶 弔 費
事 務 費
事 務 局 費
事業費
はぐま学生会助成費
卒業記念品代
会報発行費
教育振興費
名簿関係費
諸 費
積立金支出
別途積立金会計へ
予備費
繰越金

磐田市国府台94-3  TEL 35-2175 
鈴木麻里奈（高38回） 

処方せん受付  マイクロダイエット 

国 府 台 薬 局 
ファミリー薬局 （二之宮） 

美しい水環境をクリエイトする 

磐田市下岡田358-2　136-0051 FAX 37-6622

木戸智弘（高34回）  
㈱ 

同窓生は人材の宝庫です。事業活動や求人の場として広告欄のご活用を!!

平成14年度各種当番年次
卒業50周年　高校５回生母校に記念品贈呈
卒業40周年　高校14回生同窓会に資金援助
卒業30周年　高校24回生慰霊祭担当
卒業20周年　高校33回生総会担当
卒業10周年　高校43回生　新年次委員選出


